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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問３生物基礎

「探究の過程」について、論理的思考力を問う設問

202２年度大学入学共通テスト
「生物基礎」
受験者数： 12５，４98人
平均点： 2３.９０点
標準偏差： ９.９1

～中略～

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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「生物基礎」で学んだ知識を活用した論理的思考力を問う設問です。食品内や食器か

ら測定されるATP量から細菌数を推定することができるのであれば、測定されたATP量

が、付着している細菌数に比例することを前提としているはずです。この前提が成立する

ためには、①個々の細菌の細胞に含まれるATP量はほぼ等しく、②細菌以外に由来する

ATP量は無視できるほど少なくないといけません。記述ⓕ 「細菌は、エネルギー源として

ATPを消費している」自体は正しいのですが、ATP量から細菌数を推定する前提ではな

いことに気付くためには、探究の過程についての論理的思考力が必要です。

「生物基礎」を学習する目的は、生物に関する事実や概念を“覚える”ことではありませ

ん。自然科学の一分野である以上、学んだ事実や概念を活用して論理的に“考える”こ

とを授業のなかで経験することが重要です。そのためには、教科書や参考書の重要語句

に下線を引いて“読む”だけの学習に終始するのではなく、教科書に記載されている内

容から導出できることを考えさせたいものです。たとえば、DNAの抽出実験において、

「大きな細胞からなる組織と小さな細胞からなる組織とでは、同じ重量の組織から得ら

れるDNA量はどちらが多いか」という問いを授業のなかに設定することが考えられます。

分化した個々の体細胞の核に含まれるDNA量には差がない、という知識を活用すれば、

細胞質の発達していない小さな細胞からなる組織の方が、同じ重量の組織中により多く

の核が含まれているため、得られるＤＮＡ量は多いだろう、という判断ができるはずです。

指導 の ご 提 案

第１問 問３生物基礎

「探究の過程」について、論理的思考力を問う設問

出 題 の 特 徴

教材のご紹介
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「探究の過程」について、論理的思考力を問う設問

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物基礎」

第７回 第１問

定価880円（税込み）
2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

解答解説
何が問われて

いるかを明示

解答に必要な知識や

考え方をわかりやすく

解説

誌面・収録回は2022版のものです。


